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か
の
恩
恵
を
受
け
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿

で
は
、
高
大
連
携
を
入
試
志
願
者
の
増
加
と
い
っ
た
短
期
的

な
収
益
と
は
極
力
切
り
離
し
て
論
じ
て
き
た
。
出
張
講
義
の
派
遣
費

用
や
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
交
通
費

の
補
助
等
か
ら
す
る

と
、
高
大
連
携
事
業
そ
れ
自
身
は
採
算
に
合
う
ま

い
。
し
か
し
、

「高
校
と
大
学
の
間
を
入
試
と
は
別
の
太
い
絆
で
結
び
た
い
」
と

い

う
の
が
関
西
大
学
の
高
大
連
携
の
最
初
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
っ
た
。

受
験
戦
争
や
偏
差
値
は
と
か
く
批
判
さ
れ
が
ち
で
、
大
学
内
に
も

そ
の
声
は
高

い
。
だ
が
、
多
く
の
日
本
の
大
学
は
長
ら
く
そ
れ
に
依

存
し
て
き
た
面
が
あ
る
。
偏
差
値
で
輪
切
り
さ
れ
た
層
が

一
定
数
入

学
す
れ
ば
、
大
学
経
営
は

一
応
成
り
立
つ
か
ら
だ
。

一
方
、
多
く
の

高
校
も
受
験
を
利
用
し
て
い
る
。
実
は
、
以
前
、
私
立
高
校
の
進
学

校
の
先
生
方
か
ら
厳
し
い
意
見
を
頂
戴
し
た
こ
と
が
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
は
難
関
大
学
に
合
格
す
る
生
徒
を
増
や
す
努
力
を
し
て
い
る
。
総

合
学
習

の
時
間
も
主
要
科
目
に
ふ
り
か
え
て
い
る
。
関
西
大
学
の
出

張
講
義

・
公
開
講
義
を
受
け
容
れ
る
余
裕
は
な
い
。
成
績
の
優
秀
な

生
徒
は
、
自
分
で
考
え
、
意
見
を
組
み
立
て
る
能
力
を
も

っ
て
い
る

O
な
る
ほ
ど
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

一
大
学

一
己
の
利
益
か
ら
す
れ

ば
、
優
秀
な
生
徒
に
入
学
し
て
ほ
し
い
。
と
は
い
え
、
単
に
偏
差
値

の
高
い
生
徒
の
受
け
皿
で
あ
る
こ
と
を
め
ざ
す
だ
け
で

一
大
学
と
し

て
満
足
で
き
る
の
か
。
進
学
校
と

い
っ
て
も
、
難
関
大
学
に
入
学
し

た
生
徒
数
だ
け
が
誇
り
で
は
寂
し
く
な
い
か
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、

入
試
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
す
る
の
は

一
世
代
前
の
価
値
観
の
残
涬
か
も

し
れ
な
い
。
少
子
化
と
大
学
全
入
の
た
め
に
偏
差
値
神
話
が
終
わ
る

だ
ろ
う
今
後
は
、
大
学
の
社
会

・
地
域

へ
の
貢
献
は
大
学
の
レ
ゾ
ン

デ
ー
ト
ル
と
し
て
無
視
で
き
な
い
。

少
子
化
の
な
か
で
、
次
代
の
知
的
継
承
者
を
育
て
る
こ
と
は
大
学

の
社
会
的
使
命
で
あ
る
。
社
会
か
ら
様
々
な
援
助
を
受
け
て
成
り
立

っ
て
い
る
大
学
と
し
て
、
社
会
全
体
に
対
す
る
責
務
に
鈍
感
で
は
い

ら
れ
な
い
。
私
立
大
学
も
授
業
料
や
寄
付
金
だ
け
で
経
営
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
公
的
援
助
に
か
な
り
頼

っ
て

い
る
。

つ
ま
り
、
大

学
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
直
接
に
そ
の
大
学

に
関
係
し
て
い
る

人
々
に
限
ら
ず
、
社
会
全
体
に
広
が

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
う
と
、
何
か
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
ギ

ヴ

・
ア
ン
ド

・
テ
イ
ク
関
係
を
想
像
し
て
し
ま

い
が
ち
だ
が
、
し
か

し
む
し
ろ
、
大
学
が
社
会
の
多
方
面
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
な
が
ら
社
会

の
な
か
に
適
合
し
て
存
在
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
受
け
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
た
し
か
に
高
大
連
携
事
業
は
大

学
に
と

っ
て
負
担
が
大
き
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
こ

に
記
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
人
の
交
流
か
ら
大
学
が
得
ら

れ
る
も
の
も
こ
れ
ま
た
大
き
い
の
で
あ
る
。

●
論
文
●

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ
ト

遠

隔

授

業

に

よ

る
高

大

連

携

の
広

域

化

～
岡
山
理
科
大
学

の
・ーピ
窪
巨
口
σq
に
よ
る
高
大
連
携

の
取
組
～

大

西

荘

一

(岡
山
理
科
大
学
教
授
)

一

は
じ
め
に

岡
山
理
科
大
学
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
遠
隔
授
業
に
よ
り
単
位
認

定
を
伴
う
高
大
連
携
を
行

っ
て
い
る
。
平
成

一
七
年
度
時
点
で
本
学

と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
高
校
は
岡
山
県
立
高
校
が
五
校
、
県
内

の
私
立
高
校
が
三
校
、
県
外
の
高
校
が
三
校
で
計

一
一
校
で
あ
る
。

県
外
の
高
校
の
所
在
地
は
山
口
県
防
府
市
、
大
阪
市
、
京
都
府
舞
鶴

市
で
あ
る
。
本
学
と
各
高
校
の
連
携
協
定
内
容
は
岡
山
県
教
育
委
員

会
と
県
内
大
学
が
締
結
し
て
い
る
包
括
協
定
に
準
拠
し
て
い
る
。
遠

隔
授
業

の
方
式
は
同
期
双
方
向
を
基
本
に
非
同
期
双
方
向

(V
O
D
)

を
併
用
し
て
い
る
。
連
携
科
目
は
、
本
学
情
報
科
学
科
の
専
門
基
礎

科
目
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

(前
期

一
単
位
)
と
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
入
門

(後
期

一
単
位
)
で
あ
る
。
平
成

一
五
年
度
か
ら
平
成

一

七
年
度
前
期
ま
で
の
受
講
生
数
と
単
位
認
定
者
数
は
、
大
学
生

一
五

一
名
と

一
二

一
名
、
高
校
生
二
六
〇
名
と

一
四
四
名
と
な
っ
て
い
る
。

二

取
組
の
経
緯

岡
山
県
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
重
要
性
を
認
識
し
、
県
の
事
業
と

し
て
、
い
ち
早
く
県
内
に
高
速
回
線
を
敷
設
し
た
。
筆
者
ら
は
平
成

八
年
度
か
ら
平
成

一
〇
年
度
に
か
け
て
県
内
の
高
校
と
岡
山
情
報

ハ

イ
ウ
ェ
イ
の
活
用
実
験
を
行

っ
た
。
そ
の
成
果
を
も
と
に
平
成
一
一

年
度
に
通
信
放
送
機
構

(T
A
O
)
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

・
モ
デ
ル
キ

ャ
ン
パ
ス
展
開
事
業
に
応
募
し
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
研
究
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
無
線
L
A
N
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
遠
隔
授

業
、
高
大
連
携
、
大
大
連
携
で
あ
る
。
平
成

一
二
年
度
か
ら

一
五
年

度
に
か
け
て
遠
隔
授
業
に
よ
る
高
大
連
携
の
実
証
実
験
を
行

っ
た
。

平
成

一
二
年
度
は
二

・
四
G
H
z
帯
無
線
L
A
N
の
性
能
評
価
を

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
無
線
L
A
N
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
。
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そ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て

「キ
ャ
ン
パ
ス
内
ど
こ
で
も
学
習
」

を
目
的

に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の

を
使
い
同
期
双
方

向
遠
隔
授
業
の
実
験
を
行

っ
た
。

平
成
一

二
年
度
は
岡
山
県
情
報

ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
T
A
O
の
岡
山
ギ

ガ
ビ
ッ
ト
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

(O
G
N
)
を
使

い
、
県
立
鴨
方
高
校
と

遠
隔
授
業
の
実
験
を
行
い
成
功
し
た
。
そ
の
結
果
、
単
位
認
定
を
伴

う
高
大
連
携
の
協
定
を
県
立
鴨
方
高
校
と
調
印
し
た
。

平
成

一
四
年
度
は
県
立
鴨
方
高
校
と

を
使
い

一
対

一
接
続
に
よ
る
遠
隔
授
業
を
行

っ
た
。
高
校
の
受
講
生

一
六
名
中
八

名
が
本
学
の
単
位
を
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
年
度
に
同
期
双
方

向
遠
隔

授
業
用

の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
で
あ

る

(米
国

C
e
n
t
r
a

社
)
を
導
入
し
同
時
に
複
数
校
と
接
続
す
る
実
験
を
行

っ
た
。

平
成

一
五
年
度
か
ら
は
鴨
方
高
校
に
加
え
、
県
立
落
合
高
校
、
県

立
倉
敷
天
城
高
校
、
県
立
瀬
戸
高
校
、
県
立
玉
野
光
南
高
校
、
私
立

岡
山
学
芸
館
高
校
、
私
立
美
作
高
校
の
岡
山
県
下
県
立
五
校
と
私
立

二
校
の
七
高
校
と

一
対
多
接
続
に
よ
る
遠
隔
授
業
を
行

っ
た
。
図
1

に
岡
山
県
内
の
連
携
高
校
と
所
在
地
に
つ
い
て
概
略
図
を
示
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
た
遠
隔
授
業
に
よ
り
、
岡
山
全
県
が

一
つ

の
教
室
空
間
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
平
成

一
六
年
度
か
ら
山
口
県
防
府
市
三
田
尻
学
園
誠
英
高

校
、
大
阪
市
の
私
立
北
陽
高
校
、
平
成

一
七
年
度
後
期
か
ら
京
都
府

立
東
舞
鶴
高
校
と
連
携
高
校
が
岡
山
県
外

へ
と
広
が

っ
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
線
の
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
が
急
速
に
進
ん
で
お

り
、
高
大
連
携
の
広
域
化
が
可

能
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
図
2

に
岡
山
県
外
の
高
校
の
所
在
地

に
つ
い
て
概
略
図
を
示
す
。

三

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
遠
隔
授

業
の
意
義

高
大
連
携
教
育
の
取
組
は
急

速
に
増
加
し
、
今
や
常
識
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
連
携
方
式
の

多
く
は
、
高
校
生
が
大
学
の
講

義
室
に
出
向
く
か
、
大
学
教
員

が
高
校
に
出
向
く
い
わ
ゆ
る
出

張
講
義

で
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
か
ら
遠
距
離
に
あ
る
高
校
の
生
徒

は
通
学
が
困
難
で
あ
り
、
大
学
教
員
に
し
て
も
負
荷
が
大
き
く
な
り

日
常
的
な
連
携
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
地
理
的
条
件
に
よ

っ
て
高

校
間
格
差
が
生
じ
、
教
育
の
機
会
均
等
と
い
う
基
本
ポ
リ
シ
ー
に
反

す
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
岡
山
県
内
に
お
い
て
も
多
く
の
大
学
は

岡
山
市

や
倉
敷
市
の
県
南
に
あ
り
、
県
北
の
高
校
は
む
し
ろ
高
大
連

携
に
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
遠
隔
授
業
は
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

一
つ
の

有
効
な
方
法
で
あ
る
。
物
理
的
に
離
れ
た
場
所
に
あ
る
教
室
が
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
仮
想
的
な

一
つ
の
教
室
と
な
り
う
る
。
高
校
生
は

所
属
す
る
高
校
の
教
室
に
い
な
が
ら
大
学
の
講
義
を
受
講
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
地
理
的
条
件
に
よ
る
格
差
を
軽
減
す

る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
遠
隔
授
業
に
よ
る
教
育
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
遠
隔
授
業

の
方
式
や
授
業
評
価
シ
ス
テ
ム
全
体
を
管
理
す
る

を
工
夫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
絶
え
ず
受
講
生
の
意
見
を
聞
き
、
授
業

内
容
を
評
価
す
る
こ
と
は
人
と
人
と
の
直
接
的
触

れ
合
い
の
な
い
遠

隔
授
業
で
は
対
面
授
業
以
上
に
肝
要
で
あ
る
。

四

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
遠
隔
授
業
の
方
式

遠
隔
授
業
の
方
式
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
質
疑
応
答
が
可
能
な

「同
期
双
方
向

・
ラ
イ
ブ
型
」
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
は
な
い
が
質
疑

応
答
が
可
能
で
二
四
時
間

い
つ
で
も
利
用
可
能
な

「非
同
期
双
方

向

・
い
つ
で
も
型
」

の
二
種
の
方
法
を
併
用
し
て
行

っ
て
い
る
。

同
期
双
方
向

・
ラ
イ
ブ
型
で
は
、
受
講
者
と
講
師
が
時
間
を
共
有

し
て
い
る
と
い
う
感
覚
と
質
疑
応
答
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
え
る
こ

と
か
ら
、
受
講
者
の
集
中
力
が
持
続
し
や
す
い
と

い
う
利
点
が
あ
る
。

同
期
双
方
向
用
シ
ス
テ
ム
は

(米
国

社
)
を

使
用
し
て
い
る
。

で
は
画
面
サ
イ
ズ

の
制
限
か
ら
、
授

業
に
参
加
し
て
い
る
全
教
室
を
同
時
に
表
示
す

る
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
た
め
、
同
時
に
多
数
の
動
画
像
を
表
示
で
き
る
多
地
点
動

図1岡 山県内連携高校の所在地

岡山県庁情 報政策課の ホームペー ジ

より許可を得て改変

図2岡 山県外の連携高校の所在地
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画
像
表
示
シ
ス
テ
ム
を
F
L
A
S
H
技
術
で
岡
山
理
科
大
学
大
西
研

究
室
と

岡
山
県
内
の
企
業
と
で
共
同
開
発
を
し
使
用
し
て
い
る
。
受

講
者
側
は
ブ
ラ
ウ
ザ
さ
え
あ
れ
ば
よ
く
、
特
別
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

必
要
と
し
な
い
。
図
3
は
本
学
で
の
授
業
の
様
子
で
あ
る
。

図
4
は
講
義
の
配
置
図
で
あ
る
。

の
操
作
サ
ポ
ー
ト

担
当
、
カ
メ
ラ
担
当
、
V
O
D
作
成
担
当
、
緊
急
連
絡
担
当
と
し
て

四
名
の
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
を
配
置
し
て
い
る
。

非
同
期
双
方
向

・
い
つ
で
も
型
は
、
ラ
イ
ブ
で
受
講
で
き
な
か

っ

た
場
合
や
復
習
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
の
学
習
理
解
の

進
行
状
況
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る
利
点
も
あ

る
。

異
な
る
学
校
組
織
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
完
壁

に
合
わ
す
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
海
外
と
連
携
す
る
場
合
は
時
差
が
あ
る
。
ま
た
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ト
ラ
ブ
ル
の
た
め
ラ
イ
ブ
配
信
が
で
き
な
い
場
合
も
想

定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
非
同
期
双
方
向

・
い
つ
で

も
型
の
併
用
は
避
け
ら
れ
な
い
。

図
5
に
非
同
期
双
方
向

・
い
つ
で
も
型
で
受
講
す
る
際
に
使
用
す

る
V
O
D
教
材
の
画
面
を
示
す
。

五

独
自
開
発
L
M
S

「
M
O
M
O
T
A
R
O
」

e
-
L
e
a
r
n
i
n
g

の
管
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
L
M
S

(

)
を
国
内
外
の
各
社
が
製
品
化
し
て
い
る
。
L
M

S
の
よ
し
悪
し
が
教
育
効
果
を
左
右
す
る
ほ
ど
重
要
な
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
平
成

一
五
年
に
筆
者
も
そ
れ
ら
を
調
査
検
討
し
た
が
、
高
大

連
携
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
適
合
す
る
も
の
が
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
、

平
成

一
五
年
に
独
自
に
L
M
S
を
開
発
し
岡
山

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら

「M
O
M
O
T
A
R
O
」
と
名
付
け
利
用
し
て
い
る
。
「M
O
M
O
T

A
R
O
」
は
進
化
し
続
け
て
お
り
現
在
バ
ー
ジ

ョ
ン
4
を
開
発
中
で

あ
る
。

高
大
連
携
の
特
徴
は

一
組
織
内
の
み
で
は
な
く
、
複
数
の
独
立
し

た
組
織
に
対
応
し
た
管
理
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
あ
る
。
何
故
な
ら
高
校
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
組
織
な
の
で
、
高

校
の
担
当
教
員
が
他
の
高
校
の
受
講
生
の
個
人
情
報
を
確
認
で
き
て

は
い
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
シ
ス
テ
ム
管
理
者

・

講
義
者

・
高
校
教
員

・
受
講
生
の
四
段
階
の
権
限
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
権
限
に
よ
り
実
行
で
き
る
機
能
を
細
か
く
制
限
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
M
O
M
O
T
A
R
O
は
次
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。

(
一
)
管
理

・
運
営
機
能

受
講
登
録

(受
講
者
I
D
の
自
動
割
付
)
、
出
席
管
理
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
収
集
及
び
管
理
、
レ
ポ
ー
ト
の
収
集
及
び
管
理
、
セ
キ

ユ
リ
テ
ィ
管
理
、
ロ
グ
イ
ン

・
ロ
グ
ア
ウ
ト
管
理
、
ア
ク
セ
ス
ロ

グ
管
理
、
等

(二
)
非
同
期
双
方
向

・
い
つ
で
も
型
管
理
機
能

V
O
D
教
材
の
管
理
及
び
配
信
、
等

(三
)
授
業
サ
ポ
ー
ト
機
能

小
テ
ス
ト

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
支
援
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
回
答

集
計

・
グ
ラ
フ
化
機
能
、
Q
&
A
作
成
支
援
及
び
提
示
機
能
、
等

図3本 学での授業の様子

図4講 義配置図

図5VOD教 材の画面

講師 の動 画像 を配信 するDVカ メラか らVOD作 成PC

に直接動 画データを転送 し、StreamAuthorで 自動的 に動画

と教材PPTを リンクする。その後、手動 で編集 を しV

OD教 材 とす る。

図6遠 隔授業システム構成

遠隔授業システム

CentraOne(Centra社)

(同 期 双 方 向 ・ライブ 型)

サポートシステム コミュニティ

受
講
者
管
理

講
義
管
理

VOD・ 教 材 管 理

(非同期双方 向・いつでも型)

LMS「MOMOTARO」

開発言 語:PHPデ ー タベ ース:MySQL
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(四
)

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
機

能

科

目

ご
と

の
チ

ャ

ッ
ト

、
掲

示

板

六

高
大
連
携
科
目
と
成
績
評
価

高
校
生
は
科
目
等
履
修
生
と
し
て
登
録
す
る
。
前
期
は

「イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
入
門
」
、
後
期
は

「
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
入
門
」
を
実
施
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
科
目
は
本
学
総
合
情
報
学
部
情
報
科
学
科

一
年
次

開
講
で

一
単
位
の
選
択
専
門
基
礎
科
目
で
あ
る
。
遠
隔
授
業
は
毎
週

木
曜
日
、
午
後
四
時

一
〇
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
五
〇
分
間

(高

校
の
放

課
後
)
で
一
三

コ
マ
行

っ
て
い
る
。
授
業

の
出
席
確
認
は
、

L
M
S

の
ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー
ム
よ
り
送
信
し
、
L
M
S
が
自
動
集

計
し
て
い
る
。
成
績
は
出
席
率
、
課
題
レ
ポ
ー
ト
、
定
期
試
験

(オ

フ
ラ
イ
ン
の
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
)
の
点
数
を
基
に
、
大
学
の
科
目
担

当
教
員

が
大
学
生
と
高
校
生
の
区
別
な
く
評
価
し
て
い
る
。
六
〇
点

以
上
の
成
績
で
あ
れ
ば
単
位
が
認
定
さ
れ
、
本
学
に
入
学
後
申
請
す

る
こ
と

に
よ
り
単
位
が
取
得
で
き
る
。
ま
た
高
校
に
よ
っ
て
は
高
校

の
独
自

の
判
断
で
増
加
単
位
を
与
え
て
い
る
。

七

W

e
b
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
授
業
評
価

各
授
業
終
了
時
に
、
L
M
S
で
毎
回
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

っ
て

い
る
。
図
7
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
に
対
す
る
受
講
者
の
直
感
的

難
易
度

で
あ
る
。
五
段
階
評
価
で
数
値
が
高
い
ほ
ど
難
し
い
と
感
じ

て
い
る
。
大
学
生
の
難
易
度
平
均
が
二

・
九
、
高
校
生
の
難
易
度
平

均
が
三

・
三
で
あ

っ
た
。
高
校
生
は
大
学
生
よ
り
も
多
少
難
し
く
感

じ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
極
端
な
差
は
な
く
適
当
な
レ
ベ
ル
で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
分
野
に
よ

っ
て
、
高
校
生
と
大
学
生

の
難
易
度
差
が
異
な
る
。
こ
の
デ
ー
タ
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に

よ
り
、
高
校
と
大
学
の
教
育
内
容
の
特
徴
を
把
握
で
き
、
高
校
か
ら

大
学
へ
の
教
育
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
た
め
の
情
報
が
得
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

八

今
後
の
課
題

本
取
組
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
に
は
教
務
面
、
学
校
運
営
面
、
技
術

面
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
務
面
の

課
題
は
、
高
校
教
員
に
と

っ
て
高
大
連
携
の
担
当
は
義
務
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
高
校
教
員
の
教
育
に
対
す
る
熱
意
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
教
員
の
負
荷
を
評
価
す
る
仕
組

み
が
必
要
と
考
え
る
。

学
校
運
営
面
の
課
題
と
し
て
は
、
授
業
は
高
校
の
放
課
後
に
行
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
大
学
の
専
門
科
目
が
通
常
行
わ
れ
る
時
間
帯

よ
り
遅
く
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
学
生
が
受
講
し
に
く
く
な

る
傾
向
が
あ
る
。
技
術
面
で
は
特
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
技
術
や

サ
ー
バ

へ
の
ア
ク
セ
ス
集
中
の
回
避
技
術
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

九

お
わ
り
に

本
学
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
遠
隔
授
業
に
よ
る
高
大
連
携
は
順
調
に

推
移
し
て
い
る
。
今
後
、
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
広
域
化

を
は
か
る
。
高
大
連
携
、
大
大
連
携
、
通
信
教
育
、

一
般
市
民
対
象

の
生
涯
学
習
を
包
含
す
る
サ
イ
バ
ー
キ
ャ
ン
パ

ス
の
構
築
を
目
指

す
。
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図7授 業難易度

高校生の感想： 今 回の講義で今 、大学で どんな授 業を しているかが 身をもって分か り、さらに

大学の授 業に興味 を持 ちました。今度は実際 に大学 にい って講義を受 けたい と

思い ました。




